
【様式１－２】 

 

主権者及び消費者の育成に係る指導の充実に関する実践研究 

令和５年度実施報告（概要） 

 

 

市町名：交野市 

 

１．類型 

【類型Ⅰ①】主権者に必要な資質・能力の育成に係る小学校又は中学校における実践 

（イ．特別活動における指導） 

 

２．実践校について 

実践校名 
（かたのしりつだいさんちゅうがっこう） 

交野市立第三中学校 

全校児童・生徒数 実践研究の対象 

５１４人 
（学年） 

第２学年 

（生徒数） 

１６１人 

 

３．実践校における実践内容 

 （１）概要 

第２学年の生徒を実践研究の対象とし、特別活動を軸として、よりよい学級・学校の

実現に向けてさまざまな課題を主体的に解決しようとする「自治的な力」や、社会の形

成に「主体的に参画しようとする力」を高める取組みを行う。 

校内では、学級や学校の課題を自分事として捉え、学校の行事や活動の実施に向けて

生徒が主体的・対話的に考え学び合う学習活動に取り組む。また、地域の課題について

も自分事として捉え、生徒たちが住んでいる地域の課題解決、活性化をめざし、地域の

企業と連携・協働して、生徒のアイデアを基にした商品開発・販売促進活動等、体験的

な学習に取り組む。 

 

 （２）1年目（令和５年度）の実践内容 

特別活動を軸として、「自治的な力」や「地域の課題を自分事として捉え、よりよい

社会の実現に向けて主体的に社会に参画しようとする力」を高めるため、生徒総会や体

育祭に向けての話し合いを中心とした生徒会活動を通した取組み、職場体験やクリーン

アップ作戦をはじめとした勤労生産・奉仕的行事を通した取組みを実践の柱とした。特

別活動において、話し合い等を通して合意形成を図る際に大切な「他者と協働して取り

組むことの大切さを理解する力」や「意見の違いや相手の立場を理解する力」を培い、

教科等の学習においてそれらの力を生かす。さらには、教科等の学習において学んだこ

とや育んだ力を特別活動において生かすことができるよう、相互に関連させ、つけたい



力を高めるため、学習活動の工夫を行った。 

 

４．実践校における実施体制 

実践研究が対象学年だけのものとならないように、下記のような研究推進委員会を立ち

上げ、教職員が一体となった体制づくりのもと、学校全体の取組みとなるように努めた。 

また、交野市生徒会交流会において、市内に向けて本事業の取組みを発信、普及する機

会を設けたことやゲストティーチャーを招聘したりする等、対外的な調整についても組織

的に行える協力体制のもと、実践研究を進めた。 

 

＜研究推進委員会＞ 

構成メンバー：校長・教頭・首席・社会参画力育成指導実践研究事業担当者・社会科教職

員・生徒会指導部１名・生徒指導部１名・研究部１名・事務 

 

・学習プログラムやカリキュラムの内容検討 

・地域の関係諸機関や企業等の外部機関との連携 

・取組みの成果の検証と課題の考察 

 

＜外部人材・機関の参画＞ 

・ルラシオンデュクールアミエル 

・株式会社Ｌｅａｒｎ Ｍｏｒｅ 

 

５．各研究テーマについて、１年目の実践を踏まえた成果等 

【類型Ⅰ①】主権者に必要な資質・能力の育成に係る小学校又は中学校における実践 

（イ．特別活動における指導） 

＜児童生徒が学校生活の充実と向上に主体的に参画することを促すための指導上の工夫＞ 

 「こども基本法」の基本理念に基づき、生徒の学校生活に関連する生徒会活動や学校行

事等を通した学習活動において、自己に関係する事項に関して意見を表明する機会や社

会的活動に参画する機会を設け、生徒の主体性を引き出せるような学習活動の工夫をし

た。 

 「自主的に学校を創造する自治的な集団を育てる」という観点から、体育祭等の学校行

事に向けて、学級活動や生徒会活動において生徒が中心となって話し合いをする機会を

設けて、現状を分析した上で「原案作成→討議→決定→実行→総括」という筋道を大切

にしながら、生徒の意見が反映された行事等に取り組むことができるよう、学習活動を

工夫した。 

 研究部が中心となり、日々の学習活動の中で「相手を想って伝える力・共感的に受け止

める力」を育む「学び合い」の実践に取り組み、合意形成の手順や活動の方法を示すこ

とにより、課題解決に向けた話し合いにおいて、多様な意見を生かして合意形成を図る

ことや他者と協働して取り組むことの大切さを生徒が実感することができるように工夫

をした。 

 



＜全ての教職員が趣旨を理解し協力して関わることのできる、学校全体としての取組みと

するための校内体制構築に関する工夫＞ 

 実践研究が対象学年だけのものとならないように、研究推進委員会を立ち上げ、校務分

掌を有機的に関連させ、学校全体の取組みとなるように工夫をした。 

 本事業の計画や進捗状況について、職員会議で適宜提案や報告をし、本校所属の全ての

教職員が本事業を通してどのような力を育成するのか、そのためにどのような取組みを

進めるのかを共通理解し、学校全体で取組みを進めることができるように工夫をした。 

 

＜成果と課題＞ 

本事業の成果指標としている生徒アンケートの質問項目の結果から、下記のような成

果を得ることができた。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

上記の資料のように、「あなたの学級では、学級生活をより良くするために学級活動

で話し合い、互いの意見の良さを生かして解決方法を決めていますか」という質問項目

において、肯定的回答の割合が事前の結果から高めることができ、94.9％となった。ま

た、「地域や社会を良くするために何をすべきかを考えることはありますか」という質

問項目においては、肯定的回答の割合を大きく高めることができ、86.9％となった。こ

のような結果から、本事業における取組みを通して、「自治的な力」や「地域の課題を

自分事として捉え、よりよい社会の実現に向けて主体的に社会に参画しようとする力」

を高めることができたと考える。 

実践研究校 （参考）全国学力・学習状況調査 生徒質問紙 

実践研究校 （参考）全国学力・学習状況調査 生徒質問紙 



また、学級活動や生徒会活動を通した「自治的な力」を高めるための取組みや勤労生

産・奉仕的行事を通した「地域の課題を自分事として捉え、よりよい社会の実現に向け

て主体的に社会に参画しようとする力」を高めるための取組みについて、教職員からは、

「自分たちの学校を自分たちでよりよくしていこうという生徒の意識を高めることが

できた。」「自分達の意見で行事の内容をよりよく変更することができることを学び、

主権者としての意識が高まったと思う。」という反応があり、教職員も取組みによる成

果を実感した。 

事業１年目の課題としては、自治的な力を高めるための実践において、合意形成の際、

否定的な意見を建設的に役立てることができなかったこと、また、つけたい力の育成につ

ながる特別活動の取組みと他の教科等の学習の関連について整理しきれなかったことが

挙げられる。 

次年度は、今年度の研究成果を活かし、課題解決に向けた取組みを進める。 



 

【様式１－３】 

 

 

主権者及び消費者の育成に係る指導の充実に関する実践研究 

令和５年度実施報告（実践校における実践内容の詳細） 

 

 

市町村名：    交野市      

 

１．類型 

【類型Ⅰ①】主権者に必要な資質・能力の育成に係る小学校又は中学校における実践 

（イ．特別活動における指導） 

 

２．実践校名 

交野市立第三中学校 

 

３．実践校における１年目（令和５年度）の実践内容 

学習活動①＜自治的な力を高めるための実践＞「生徒総会」「体育祭」 

生徒会活動の「生徒総会」や学校行事の「体育祭」において、自己に関係する事項に関

して意見を表明する機会や学校という社会へ参画する機会を設けるように学習活動の工夫

をした。なお、特別活動において、子ども主体となる取組みの工夫をすることを年度初め

から教職員間で共有した。 

本校における生徒会活動は、現状を分析した上で「原案作成→討議→決定→実行→総括」

という筋道を大切にしながら実践に取り組むことができるように学習活動を工夫してい

る。そのような過程を踏むことにより、生徒の自治的な力や自治に対する意識を高めるこ

とができる。そして実社会に出た時に、自分たちの行動で、よりよい社会を築くことがで

きるという実感をもたせられると考えた。 

「生徒総会」の資料は、前年度の総括や全校行事、専門委員会についての方針等を示す

が、生徒会だけで考えて一方的に示すのではなく、各学級において意見や修正案を考える

機会を設定し、それらを反映させた資料を示し、生徒が改善点を自分事として考えより主

体的に学校という社会への参画ができるように工夫した。 

「自治的な力」を育むための生徒会活動や学校行事となるために、取組み後には、振り

返りを常に行い、生徒自らによる PDCAのサイクルを確立させるように工夫をした。 

 

学級活動では、話し合いをする際、以下のような工夫を行い、話し合い活動の充実を図

った。 

①「相手を想って伝える力・共感的に受け止める力」を育む「学び合い」の実践として

日々の学習で取り組んでいる「聞き方名人・あいづち名人」を活用する。 

②合意形成の観点（①意見を出し合う②くらべ合う③まとめる）や多様な意見を生かし

て、他者と協働して取り組むことの大切さについて指導する。 



 

③話し合いは、生徒が司会を務め議事・運営を進めるが、話し合いの内容が目標からそ

れた時、提案理由が明確でない時や話し合い活動が混雑した時等には、その場で指導

・助言をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育祭では、ルールや種目等について生徒自らが考える機会を設定した。安全面や合理

性に基づいて、生徒が主体となり、自分たちの思いを大切にしてルールを考え、体育祭を

実施することで自分たちの行動によってよりよい体育祭にできるという実感をもたせる工

夫をした。体育祭当日は、自分たちで決めたルールを守ろうとする多くの生徒の姿が見ら

れた。 

自分たちで守るべきルールやきまりを考えたり、どのような行事にしたいかという目標

を共有したりする機会を設定したことによって、全生徒が自分たちで作り上げるものとし

て強く意識できるようになった。また、集団（社会）をよりよくするために何ができるか

を主体的に考え、行動する力や意見の違いや相手の立場を理解する柔軟性を高め、他者と

協働する力が高まったと考える。 

しかし一部の学級からは、体育祭において観覧ルールを守れていなかったという総括も

出ていた。合意形成の際、否定的な意見を建設的に役立てるような指導の工夫が必要であ

り、課題と捉えている。 

学級での話し合い活動の様子 生徒総会で質問に返答する 

執行部の様子 

生徒会執行部方針案 生徒会執行部方針の討議の 

方法について 

体育祭修正案についての 

執行部よりの返答の様子 

聞き方名人・あいづち名人 

についての資料 



 

 

学習活動②＜地域の課題を自分事として捉え、よりよい社会の実現に向けて主体的に社会

に参画しようとする力を高めるための実践＞「地域の在り方」「クリーンアップ作戦」「新

商品の開発」 

社会科の「地域の在り方」の学習を起点に「地域の課題を自分事として捉え、よりよい

社会の実現に向けて主体的に社会に参画しようとする力を高めるための実践」として、「新

商品の開発」や「クリーンアップ作戦」の指導計画を作成し、実践した。 

生徒に地域とのつながりを実感させ、地域社会の一員であるという意識を高めることに

より、地域の課題を自分事として捉えて、特別活動の「勤労生産・奉仕的行事」に社会参

画意識を持って主体的に取り組めるよう、社会科の「地域の在り方」の学習において生徒

が住んでいる交野市を題材として、交野市の特色や良い点について調べたり、交野市のさ

らなる活性化に向けて必要なこと等について話し合ったりさせた。 

話し合う学習の中で、交野市のさらなる活性化のために、特産品を増やそうといった生

徒の意見が出たことから、地域の企業と連携・協働した新商品の開発に取り組む実践につ

なげた。 

学習活動①で培った合意形成の観点や多様な意見を生かして、他者と協働して取り組む

ことの大切さについて指導したことにより、商品開発に向けて学級のグループで話し合い

をする場面や学級の代表案を決定する合意形成の場面において、学んだことを活かすこと

ができていた。 

このような、社会科・国語科・総合的な学習の時間と連携した教科等横断的な学習によ

り、「自治的な力」「地域の課題を自分事として捉え、よりよい社会の実現に向けて社会

の形成に主体的に参画しようとする力」を育む実践に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 勤労生産・奉仕的行事である「クリーンアップ作戦」を実施した結果、生徒からは「自分

たちが使用している通学路や地域がきれいになってよかった。」という学習感想があっ

た。また、地域の方からは「三中生の活動のおかげで、施設や公園が美しくなった。あり

がとう」などの意見をいただき、この取組みでは、生徒の自己有用感や自分たちが地域

生徒が考えた商品を発表している

様子 

生徒が考えた商品『星のまちジャム』 



 

社会の一員であるという意識を高めること、社会奉仕に関心を持ち、自主的に取り組も

うとする態度を身に付けることにつなげることができたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動③＜地域の課題を自分事として捉え、よりよい社会の実現に向けて主体的に社会

に参画しようとする力を高めるための実践＞「職場体験学習」  

例年の職場体験学習では、生徒に地域との結びつきを実感させ、主体的に取り組む学習

活動となっていなかったので、社会科の「地域の在り方」の学習と関連付け、交野市の特

色や課題を把握する学習とつながるよう工夫した。また、教科等横断的な学習により、地

域課題の解決を自分事として捉えられるようにし、社会参画意識を持って主体的に職場体

験学習に取り組めるようにした。 

事後学習では、「各事業所についてのポスター作成」「地域の活性化につながるチラシ

作成」等を行い、体験学習で学んだことを活かし、地域課題を解決したいという社会参画

意識の向上につなげた。 

また、保護者と地域をつなげることが地域の活性化につながると考え、生徒が職場体験

学習で学んだことをまとめ、発信する機会として、参観日に職場体験学習交流会を実施し、

自分たちの学んだ地域の課題や体験して学んだこと等を発表した。 

このような取組みにより、生徒の振り返りでは、「地域とのつながりを大切にすること

は大事であるということを学んだり、交流を深めていくことの大切さを知ったりすること

ができた。」「自分自身が地域の一員だからこそ、困ったときは助けを求めたり、それぞ

れの経験や特性を活かし、役割を分かち合おうと思った。」等の感想があり、職場体験学

習を通して、地域活性化の一助を担う経験をすることができ、生徒の社会参画意識を高め

ることができたと考える。 

 

 

 

 

 

クリーンアップ作戦ニュース 生徒が地域の清掃活動をしている様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験で学んだことを発表している様子 
職場体験学習の様子 

職場体験学習の感想文 
カタノのチカラ認定商品に

ついてのチラシ 




